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車、↓

序

資

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
で
は
通
常
の
裁
判
所
と
は
系

列
を
異
に
す
る
憲
法
裁
判
所
が
憲
法
問
題
を
独
占
的
げ
、
し
か
も
、
狭
義
の

〔

2
v

グ
司
法
。
(
』
戸
目
立
N
)

の
枠
を
越
え
て
広
範
に
審
査
す
る
σ

し
た
が
っ
て
、
司

法
裁
判
所
が
具
体
的
事
件
を
処
理
す
る
際
に
そ
の
前
提
と
し
て
憲
法
問
題
を

審
査
す
る
1

す
な
わ
ち
、

グ
司
法
4

の
枠
内
で
審
査
す
る
|
ア
メ
リ
カ
型
の

裁
判
制
度
と
比
較
し
て
、
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
政
治
の
領
域

に
深
く
立
ち
入
る
権
限
を
、
制
度
上
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
、
憲
法
裁
判
の
限
界
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
西
ド
イ

ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
「
自
己
抑
制
」
的
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か

も
、
そ
れ
が
機
能
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
態
度
と
類
似
し

(
3
)
 

て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
西
ト
イ
ツ
で

は
最
近
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
基
本
条
約
を
め
ぐ
る
判
決
の
中
で
守
島
司
王

耳
R
4
2可
巳
三
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
用
語
が
英
語
の
ま
ま
使
用
さ
れ
る
に
至

り
、
そ
の
こ
と
の
是
非
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
い
議
論
が
な
さ
一
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
の
判
例
の
中
に
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
用
語
が
表
わ
れへ4ぽ

た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
裂
と
西
ド
イ
ツ
型
の
両
憲
法
裁
判
制
度
の
合
一
化
傾
向

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
極
め
て
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
判
決
が
我
が
国
の
学
界
で
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

し
た
が
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
で
初
め
て
、
ぷ
広
島
町

E
7己『
1
8凹
雪
印
吉
伸
と
い

う
用
語
が
判
決
の
中
で
使
わ
れ
た
事
例
と
し
て
、
以
下
で
二
つ
の
判
決
(
決

定
)
を
紹
介
す
る
。
更
に
、
そ
れ
ら
の
判
決
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
前
に
出
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
決
定
と
基
本
条
約
及
び
そ
の

締
結
さ
れ
た
背
景
を
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
は
、
次
稿
以
下
で
検
討
す
る
憲
法
裁
判
に
お
け
る
自
己
抑
制
に
つ
い

て
の
ア
メ
リ
カ
と
西
ド
イ
ツ
の
制
度
の
比
較
研
究
の
た
め
の
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
諸
判
決
(
決
定
)
に
つ
い
て

の
分
析
は
、
そ
こ
で
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
1
)

た
と
え
ば

p
-
2
2
z
r
p
何・

2ω

〈
2
P
E
E四
回
常
ユ
円
y
g
E
7

「
巳
同
古
牛
2

∞E】
〔

-
2
2凹》ロ
Z
F
0
2
t
n
r
r
z
L
E
r
2
ω
ロ
ω間
内
寸
.

玄
om-2・
出
・
〈
2
r
F
g
m
ω
向。ユロ
r
t
r
R
r。芹

Z
L
2
0
0向。
=
l

g『
デ
呂
田
N

・
ω・
2
・
広
田
健
次
訳
、
西
ト
イ
ツ
憲
法
裁
判
論
(
一
九

七
二
〉
一
二
頁
。
ま
た
実
質
的
な
意
味
で
は
、
他
の
裁
判
所
に
よ
っ
て

も
一
種
の
憲
法
裁
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

F
F
O
-
-

切・

-
C
印
『
『
・
広
田
訳
一
二
頁
以
下
。

(

2

)

西
ド
イ
ツ
の
通
説
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
裁
判
権
を

実
質
的
意
味
の
裁
判
(
あ
る
い
は
、
司
法
〉
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
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西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

る
。
た
と
え
ば
、

N
2
伸一
2
・
n-
〈

2pmmEdma田
2
w
E
E三
〈
包
百
円
[

百円

z
z
n
rミ
〈
q
雪印同・

-
U
豆、

ω・
一
三
・
ま
た
、
山
内
敏
弘

「
自
衛
隊
裁
判
と
統
治
行
為
論
」
法
律
時
報
一
九
七
七
年
八
月
号
六

三
頁
以
下
、
野
中
俊
彦
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
人
的
構

成
」
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
法
学
編
一
七
巻
三
五
頁
脚
註
伺
な

ど
。
た
と
え
ば
、
ツ
ァ
イ
ト
ラ
ー
は
、

P
倍
。
・

ω--m∞
司

Z-

E
・
こ
の
通
説
に
反
対
す
る
少
数
説
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
エ

ッ
サ
ー
や
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
エ
ツ
サ
ー

は
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
立
法
や
行
政
に
対
す
る
の
と
等
し
い
距
離

を
も
っ
て
他
の
裁
判
〈
初
2
r円以官
2
r
E
m
)
と
向
か
い
あ
っ
て
い
る

こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
裁
判
で
は
な
い
」
と
し

て
い
る
と
い
う
。

(
3
)

西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
自
己
抑
制
の
態
度
を
と
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
野
中
俊
彦
「
憲
法
裁
判
」
公
法
研
究
三
八
号
一

五
六
頁
以
下
。
違
憲
判
決
を
す
る
際
の
自
己
抑
制
に
つ
い
て
は
、

同
著
者
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
違
憲
判
決
の
方
法
」
公
法
の
理
論
上

(
一
九
七
五
〉

}
O五
頁
以
下
。
ア
メ
リ
カ
と
の
対
比
で
は
、
ル
ッ

プ
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
ア
シ
ュ
，
ハ
ン
ダ

l

・
ル
ー
ル
に
似
た
い

く
つ
か
の
準
則
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

河
口
問
)
同
y

出
・
。
・

ω
D
B何
回

N
Z冨
み
ω

C
口
』
己

&
n
t
-
ω
乙『
1
2
m昨
包
吉
伸
-

o
z
c
ω
g
g
r
Eそ
]
C
Z
E
と
・
〈

c--Nf
一
回
目

0

・
ヲ
印
O
ω

ロ・

(

4

)

マ
ウ
ロ
・
カ
ベ

ν
ッ
テ
ィ
、
谷
口
安
平
・
佐
藤
幸
治
訳
、
現
代

憲
法
裁
判
論
(
一
九
七
四
)
。

一一
基
本
条
約
と
そ
の
政
治
的
背
景

ω基
本
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
西
ド
イ
ツ
の
外
交

政
策
の
概
観

西
ド
イ
ツ
政
府
は
、
一
九
四
九
年
の
ド
イ
ツ
の
分
裂
以
来
東
方
外
交
に
移

行
す
る
ま
で
、
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
が
、
旧
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
を
継
承

す
る
唯
一
の
正
統
政
府
で
あ
る
。
」
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

具
体
的
に
は
、
ハ
ル
シ
ュ
ク
イ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
の
ド
ク
ト
リ

γ
は
M
M

国
際
法
上
の
通
念
で
は
一
つ
の
国
家
に
二

つ
の
正
統
政
府
が
あ
り
え
な
い
以
上
、
西
ド
イ
ツ
政
府
を
点
認
す
る
国
は
東

ド
イ
ツ
を
承
認
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
政

府
は
、
東
ド
イ
ツ
政
府
を
法
的
あ
る
い
は
事
実
上
承
認
し
た
国
と
は
国
交
を

断
絶
す
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
た
と
え
ば
、
一
九
五
七
年
十

月
に
、
東
ト
イ
ツ
と
外
交
関
係
を
持
っ
た
ユ
l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
対
し
て
西

ド
イ
ツ
は
、
国
交
を
断
絶
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
に

S
P
D

(
社
会
民
主
党
)
を
含
む
大
連
立
政
権
が
生
ま
れ
、
プ
ラ
ン
ト
が
外
相
に
入

閣
し
て
か
ら
、
西
ド
イ
ツ
は
次
第
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
関
係
改
善
に

外
交
の
重
点
を
移
し
は
じ
め
る
(
H
H

東
方
外
交
)
。
そ
し
て
六
七
年
に
は
ル
ー

マ
ニ
ア
と
の
、
ま
た
六
八
年
に
は
ユ
l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
の
外
交
関
係
が
再

開
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
ハ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
事
実
上
放
棄
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}
 

壮

F

さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
少
し
ず
つ
現
実
を
-
認
め
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
く
。
ム
ハ

九
年
に
は
、
総
選
挙
が
あ
り
、
そ
こ
で
第
二
党
に
と
ど
ま
り
は
し
た
が
史
上

資

は
じ
め
て
四

O
%を
上
回
る
票
を
獲
得
し
た
S
P
D
は、

F
D
P
(自
由
民

主
党
)
と
と
も
に
連
立
内
閣
を
つ
く
り
、
プ
ラ
ン
ト
が
首
相
と
な
る
。
東
方

外
交
は
こ
の
プ
ラ
ン
ト
政
権
の
下
で
よ
う
や
く
公
然
と
維
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
な

ど
と
の
問
に
次
々
に
国
交
が
正
常
化
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
東
ド
イ
ツ
と
の

基
本
条
約
は
、
こ
の
東
方
外
交
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
九
七
二
年
十
二
月
二
一
目
、
西
ド
イ
ツ
は
、
東
ド
イ
ツ
と

の
間
に
基
本
条
約
(
正
式
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
と
の
間
の
諸
関
係
の
基
礎
に
関
す
る
条
約
〉
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
。
こ

(
2
v
 

の
条
約
に
よ
っ
て
、
両
国
は
、
相
手
方
を
「
国
家
」
と
し
て
承
認
し
、
国
交

を
正
式
に
樹
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω基
本
条
約
を
め
ぐ
る
紛
争

基
本
条
約
は
、
前
川
文
、
本
文
お
よ
び
付
属
文
書
か
ら
な
っ
て
お
り
、

4
1
十
条

か
ら
な
る
本
文
の
う
ち
、
第
八
条
を
除
い
て
は
す
べ
て
通
常
諸
国
家
間
で
結

ば
れ
る
条
約
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
野
党
・
保
守
勢
力
が
、

基
本
条
約
を
、
ド
イ
ツ
の
分
裂
を
恒
久
化
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
攻
撃
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
訴
訟
に
ま
で
持
ち
込
ん
だ
の
は

C
S
U
(
キ

リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
)
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

C
D
U
(
キ
リ
ス
ト
教
民
主

同
盟
〉
の
大
勢
は
、
結
果
的
に
は
東
方
条
約
(
対
ソ
、
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
対

東
ド
イ
ツ
の
諸
条
約
〉
を
容
認
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

c
s
Uは
、
東
方

北法29(2・134)266

諸
条
約
と
く
に
東
ド
イ
ツ
と
の
基
本
条
約
を
基
本
法
違
反
と
み
な
す
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
C
S
U
は
、
み
ず
か
ら
が
政
権
を
と
っ
て
い
る
パ
イ

エ
ル
ン
ラ
ン
ト
政
府
か
ら
の
抽
象
的
規
範
審
査
請
求
に
よ
っ
て
五
月
二
八
日

(
4〉

に
基
本
条
約
に
対
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
先
ど
っ
一
一
一
一
日
に
は
、

基
本
条
約
承
認
訟
の
公
布
と
覚
え
書
き
の
交
換
を
本
案
判
決
ま
で
延
期
す
る

の
申
請
を
し
た
。

こ
と
を
求
め
る
仮
命
令

(
2
2
2
2
r
m内
〉

E
丘
ロ
ロ
ヨ
間
)

ハ
l
)

こ
こ
で
の
叙
述
に
は
、
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
加
藤
雅
彦
、

ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
(
一
九
七
六
〉
、
佐
瀬
田
回
盛
、
戦
後
ド
イ
ツ
社
会

民
主
党
史
(
一
九
七
五
)
、
同
著
者
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
下
西
独
の

内
外
情
勢
」
国
際
問
題
一
九
七
五
年
九
月
号
三
六
頁
以
下
、
井
手
設

昭
、
西
ド
イ
ツ
(
一
九
七

0
1
斎
藤
孝
「
西
ド
イ
ツ
」
岩
波
講
座

・
現
代
八
巻
一
二
五
頁
以
下
市

戸

2
〉
「
こ
の
『
国
家
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
国
家
な
の
か
」
、
「
束
ド
イ

ツ
を
『
国
家
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
基
本
法
と
矛
盾
し
な
い
の

か
」
な
ど
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
西
ト
イ
ツ
で
問
題
に
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
基

木
法
上
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か
は
、
基
太
条
約
に
つ
い
て
の
木

案
判
決
で
明
ら
か
に
な
る
。
第
三
章
の
註
(
日
)
参
照
。
し
か
し
、
こ
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の
「
国
家
」
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
際
上
は
ま
さ
に
東
西
両

ド
イ
ツ
は
、
こ
の
基
本
条
約
に
よ
っ
て
「
ド
イ
ツ
に
こ
つ
の
国
家
、
が

存
在
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
が
二
つ
の
国
家
に
分
裂
し
て
存
在

す
る
こ
と
を
、
内
外
に
は
っ
き
り
宣
言
し
た
」
の
で
あ
る
。
加
藤
前

掲
書
二
五
二
貝
。

ハ
3
〉
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
、
基
本
条
約
の
前
文
と
本
文
を
訳
出
し
て
紹

介
す
る
。
こ
れ
は
、

C
2
F『
¥
出
ω
ヨ
芳
之
町
二
r
f
O
R
ω
円円。
E

C
B
仏

2
C
E
ロ号

3
Zぬ
1
目

5
F
r
g百
三

mtg-
一回戸
ω
・
ω
M
∞

ロ
・
に
依
っ
た
。

「
条
約
両
締
結
国

3
2件
。
と
は
、

平
和
の
維
持
に
対
す
る
責
任
を
忘
れ
ず
(
何
回
口
問

asZ)、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
緊
張
緩
和
と
安
全
に
対
し
て
寄
与
す
る
努
力
の
中
で
、

現
在
の
境
界

(
P
2
N
Eゾ
に
お
け
る
す
べ
て
の
国
家

(
W
Z守
口
)

の
境
界
が
侵
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
現
在
の
境
界
に
お
け
る
寸
べ
て
の

国
家
の
領
土
の
完
令
‘
性
と
主
権
と
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
、
平
和
の

た
め
の
基
木
的
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、

そ
れ
ゆ
え
、
西
ド
イ
ツ
国
家
(
∞

gaゆ
る
は
両
国
の
関
係
に
お
い
て

力
に
よ
っ
て
威
嚇
す
る
こ
と
や
カ
を
使
う
こ
と
を
慎
し
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、

歴
史
的
所
与
か
ら
出
発
し
、
原
則
的
な
問
題
ー
そ
の
中
に
民
族
の

す
民

FOE-)問
題
が
含
ま
れ
る
!
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
と
の
相
異
な
る
見
解
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、

両
ド
イ
ツ
国
家
に
い
る
人
々
の
幸
福
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
と
の
聞
の
協
力
の
た
め
の
前
提
を
作
り
出

そ
う
と
い
う
望
み
に
導
か
れ
て
、

以
下
の
よ
う
に
協
定
し
た
。

第
一
条

ト
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
以
下
、

B
R
D
と
略
記
す
る
〉
と
ド
イ
ツ
民
主

共
和
国
(
以
下
、

D
D
R
と
略
記
す
る
)
は
、
平
等
の
資
格
に
も
と
づ

い
て
、
互
い
に
良
き
隣
人
と
し
て
の
正
常
な
関
係
・
そ
発
展
さ
せ
る
。

第
二
条

B
R
D
と
D
D
R
は
、
国
連
憲
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
目
標
と
原
理
、

と
く
に
す
べ
て
の
国
家
の
主
権
の
平
等
、
独
立
・
自
主
・
領
土
の
完

全
性
の
尊
章
一
、
自
決
権
、
人
権
の
保
護
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
、
と

い
う
目
標
と
原
理
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
。

第
三
条

国
連
憲
章
に
し
た
が
っ
て
、

B
R
D
と
D
D
R
は
、
両
国
の
係
争
問

題
を
も
っ
ぱ
ら
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
し
、
力
に
よ
る
威
嚇
や

力
の
使
用
を
慎
し
む
。
両
国
は
、
両
国
の
間
に
存
在
す
る
境
界
の
不

可
侵
性
を
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
っ
て
保
証
し
、
ま
た
、
両
国
の

領
土
の
完
全
性
を
無
制
限
に
尊
重
す
る
義
務
を
負
う
。

第
四
条

B
R
D
と
D
D
R
は
、
両
国
の
ど
ち
ら
も
他
方
を
国
際
的
に
代
表
し

た
り
、
他
方
に
代
っ
て
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
出
発
す
る
。

第
五
条
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B
R
D
と
D
D
R
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
家
聞
の
平
和
的
な
関
係

を
促
進
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
安
全
と
協
力
の
た
め
に
寄
与
す



料

る
。
両
国
は
、
関
係
諸
国
家
の
安
全
に
不
利
益
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と

な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
戦
力
と
軍
備
を
縮
少
し
よ
う
と
す
る

努
力
を
支
持
す
る
。

B
R
D
と
D
D
R
は
、
国
際
的
安
全
の
有
効
な
国
際
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
下
で
全
般
的
か
つ
完
全
に
軍
備
を
撤
廃
す
る
と
い
う
目
標
を
も

っ
て
、
と
く
に
核
兵
器
そ
の
他
の
大
量
殺
数
兵
器
の
分
野
で
軍
備
を

撤
廃
し
よ
う
と
ず
る
努
力
を
支
持
す
る
。

第
六
条

B
R
D
と
D
D
R
は
、
両
国
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
権
(
の
及
ぶ
範

囲
)
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
領
域
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
原
則
か
ら
出

発
す
る
。

B
R
D
?と
D
D
R
は
、
そ
の
国
内
外
の
事
項
に
お
け
る
両

国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
と
自
主
を
尊
重
す
る
。

第
七
条

B
R
D
と

D
D
R
は
、
両
国
の
関
係
の
圧
常
化
の
過
程
で
、
現
実
的

人
道
的
問
暗
を
規
律
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
雨
閣
は

こ
の
条
約
に
も
と
づ
き
、
ま
た
双
方
の
利
益
の
た
め
に
、
経
済
・
科

学
技
術
・
交
通
・
法
的
交
流
・
郵
便
通
信
制
度
・
保
健
制
度
・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境
保
護
の
諸
分
野
お
よ
び
そ
の
他
の
分
野
で
の
協

力
を
発
燥
さ
せ
ま
た
促
進
す
る
た
め
に
協
定
を
結
ぶ
。
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
付
属
文
書
で
規
律
す
る
。

第
八
条

資

B
R
D
と
D
D
R
は
、
常
駐
代
表
部
を
交
換
す
る
。
そ
の
代
表
部
は

そ
の
時
々
の
政
府
の
所
在
地
に
設
置
さ
れ
る
。
代
表
部
の
設
置
に
関

す
る
実
際
的
問
題
は
、
付
属
文
書
で
規
律
さ
れ
る
。

第
九
条

B
R
D
と

D
D
R
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
両
国
が
か
つ
て
締
結

し
た
二
国
間
あ
る
い
は
多
国
間
の
国
際
的
な
条
約
や
合
意
、
ま
た
は

両
国
に
関
す
る
二
国
間
あ
る
い
は
多
国
間
の
国
際
的
な
条
約
や
合
意

が
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
た
。

第
一

O
条

こ
の
条
約
は
批
准
を
必
要
と
し
、
そ
れ

(
H
批
准
)
に
相
当
す
る
覚

え
書
き
の
交
換
の
翌
日
に
発
効
す
る
。
」
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第
八
条
で
「
常
駐
代
表
部
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
大
使
館
と
同
じ
機
能
を
果
す
機
関
で
あ
る
。
東
西
両
ド
イ
ツ

は
相
互
に
「
外
国
」
で
は
な
く
、
特
殊
な
国
家
聞
の
関
係
で
あ
る
と

い
う
酋
ト
イ
ツ
の
強
い
要
望
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
使
わ
れ
た
と

い
わ
れ
る
(
加
藤
前
掲
書
二
五
二
頁
)
。

ま
た
、
こ
の
条
約
は
、
通
常
の
国
家
間
の
条
約
で
は
な
い
と
い
う

考
え
か
ら
か
、
第
一

O
条
で
批
准
警
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
の
覚

え
書
き
の
交
換
に
よ
っ
て
批
准
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
基
本
法
五
九
条
に
よ
れ
ば
、
本
来
大
統
領
が
批
般
を
行
な
う
の

で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
の
場
合
、
政
府
が
批
准
を
行
な
い
、
そ
の
批

准
は
政
府
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
第
一
回
目
の
仮
命
令
申
請
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

決
定
で
問
題
に
な
っ
た
。

(
4
)
C
S
U
の
外
交
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ



っ
た
と
い
わ
れ
る
(
佐
瀬
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
下
西
独
の
内
外
情

勢
」
四
二
頁
)
。

「
C
S
U
の
主
張
は
、
外
交
政
策
と
り
わ
け
東
方
外
交
に
お
い
て

S
P
D
政
権
が
示
し
た
国
際
協
調
主
義
を
排
し
、
徹
底
し
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
立
場
に
戻
れ
と
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
西
ド

イ
ツ
は
ソ
連
と
の
協
調
を
試
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
ソ
連
の
西
欧
支

配
の
動
き
に
決
然
と
し
て
対
抗
す
べ
き
で
あ
り
、
ソ
連
圏
諸
国
と
り

わ
け
東
ド
イ
ツ
と
の
聞
に
共
存
を
求
む
べ
き
で
は
な
く
、
対
決
姿
勢

を
貫
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス

C
S
U党
首
は
、
姉
妹
政
党
C
D
U
の
婆
勢
が
不
徹
底
で
あ

る
と
み
な
し
、
中
途
半
端
な
C
D
U外
交
路
線
を
も
っ
て
し
て
は
有

権
者
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
も
十
分
で
な
い
と
考
え
る
。
」

ハ
5
)
訴
訟
の
経
過
を
筒
条
書
き
に
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
七
三
年

五
月
一
一
一
一
日

二
八
日

六
月
四
日

西ドイツ連邦憲法裁半1断の自己抑制の態度

六
日

一
三
日

一
八
日

一
九
日一O日

バ
イ
エ
ル
ン
政
府
の
第
一
同
臼
の
仮
命
令
の
申
請

本
案
の
訴
え

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
部
の
決
定
に
よ
る
第
一
回
目

の
仮
命
令
の
申
請
の
棄
却

基
本
条
約
承
認
法
が
、
連
邦
官
報
に
公
布

第
二
回
目
の
仮
命
令
の
申
請

右
の
棄
却

本
案
訴
訟
の
口
頭
弁
論

ボ
ン
に
お
け
る
基
本
条
約
批
准
の
た
め
の
覚
え
書
き

一
二
日

七
月
一
日

の
交
換

基
本
条
約
の
発
効

本
案
判
決

基
本
条
約
に
関
す
る
諸
判
決

ω仮
命
令
の
制
度

こ
こ
で
は
、
バ
イ
エ
ル

γ
の
仮
命
桁
一
り
申
請
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
二
つ
の
決
定
と
一
つ
の
本
案
判
決
を
紹
介
す
る
。
そ
の
ま
え
に
、
仮
命
令

に
つ
い
て
の
こ
つ
の
決
定
を
理
解
す
る
上
で
最
低
限
必
要
な
限
り
で
、
西
ド

イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
仮
命
令
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

仮
命
令
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る。
〈
第
三
二
条
〉
①
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
争
訟
の
場
合
に
お
い
て
、
重
大

な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
、
急
迫
す
る
暴
力
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
は
、
他
の

重
大
な
理
由
か
ら
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
緊
急
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
、
仮

命
令
に
よ
っ
て
一
定
の
状
態
を
仮
に
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
仮
命
令
は
、
口
頭
弁
論
を
行
な
わ
ず
に
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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と
く
に
緊
急
な
場
合
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
察
手
続
の
当
事
者
・

参
加
入
・
意
見
陳
述
権
者
♀
ロ
ロ
2
5悶与
2
2
7同
局
昨
今
〉

に
意
見
を
陳
述
す



本}

る
機
会
を
与
え
な
く
て
も
よ
い
。

@
仮
命
令
を
決
定
に
よ
っ
て
出
す
か

(
2
g
g
g〉
あ
る
い
は
棄
却
す
る
か

資

公
正
吾
Z
ゆ
る
す
る
場
合
、
こ
れ
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。
(
以
下
略
〉

こ
の
三
二
条
が
規
定
す
る
仮
命
令
は
、
要
す
る
に
一
定
の
法
的
不
利
益
を

回
避
す
る
た
め
に
迅
速
な
手
統
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る

仮
の
処
分
で
あ
る
。

こ
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
申
訪
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
に
含

ま
れ
る
す
べ
て
の
争
訟
に
つ
い
て
仮
命
令
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、

こ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
立
法
府
や
行
政
府
に
対
し
て
直
接
、
章
一
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
連
邦
憲
弘
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま

で
「
最
大
限
の
抑
制
を
も
っ
て
」
こ
の
権
限
を
行
使
し

τき
摂
し
た
が
っ

て
、
仮
命
令
を
出
す
か
凶
さ
な
い
か
の
判
断
に
は
、
と
く
に
自
己
抑
制
が
は

た
ら
く
こ
と
に
な
る
。

ω基
本
条
約
に
関
す
る
諸
判
決

は
け
第
一
回
目
の
仮
命
令
申
請
を
棄
却
し
た
決
定
(
六
月
四
日
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
第
二
部
)

〔
バ
イ
エ
ル
ン
の
請
求
お
よ
び
そ
の
理
由
〕

バ
イ
エ
ル
ン
は
、
基
本
条
約
が
基
本
法
に
違
反
す
る
と
考
え
、
①
グ
(
大

統
領
が
〉
基
本
条
約
承
認
法
に
連
署
し
、
そ
れ
を
公
布
す
る
こ
と
4

と
②

グ
ハ
連
邦
政
府
が
)
覚
え
書
き
の
交
換
を
す
る
こ

k
d
を
木
案
判
決
が
出
さ

れ
る
ま
で
延
期
さ
せ
る
仮
命
令
を
出
す
よ
う
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
請
求
し

た
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
は
、
基
木
条
約
が
、
基
本
法

の
東
西
ド
イ
ツ
の
再
統
一
の
規
定
、
ド
イ
ツ
の
他
の
領
放
が
ド
イ
ツ
述
邦
共

和
国
に
加
入
す
る
権
利
に
つ
い
て
の
規
定
、
基
本
法
第
二
三
条
第
一
段
、
東

ド
イ
ツ
に
い
る
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
保
護
配
慮
義
務
に
つ
い
て
の
規
定
に
違

反
す
る
と
し
て
、
仮
命
令
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
仮
命
令
を
山

す
こ
と
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
」
理
由
と
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
は
、
⑦
仮
命
令

が
出
き
れ
な
け
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
の
条
約
を
審
査
す
る
時
間
が

な
い
こ
と
⑨
雰
賓
の
結
果
、
こ
の
条
約
が
違
憲
と
さ
れ
る
場
令
、
覚
え
書
き

が
交
換
さ
れ
た
後
で
は
、
そ
の
条
約
の
国
際
的
拘
束
力
が
生
じ
て
し
ま
い
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
は
違
憲
の
行
為
を
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を

挙
げ
た
。

〔
連
邦
政
府
の
抗
弁
〕

①
ま
ず
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
①
の
請
求
、
す
な
わ
ち
大
統
領
の
連
署
等
を
延

期
さ
せ
る
仮
命
令
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
の
申
請
は
詐
さ
れ
な
い

Nczze
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

基
本
条
約
の
場
合
、
批
准
は
覚
え
書
き
の
交
換
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
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し
て
、
こ
の
交
換
は
大
統
領
で
は
な
く
政
府
自
身
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

大
統
領
の
連
署
等
の
延
期
を
命
ず
る
仮
命
令
は
、
こ
の
条
約
の
批
准

(
H
覚

え
書
き
の
交
換
〉
を
阻
止
す
る
た
め
に
申
誇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

円

6
v

バ
イ
エ
ル
ン
の
こ
の
申
請
は
、
こ
の
点
で
許
さ
れ
な
い
。

@
バ
イ
エ
ル
ン
の
本
件
仮
命
令
の
申
請
は
、
基
本
条
約
が
違
憲
で
あ
る
こ

と
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
し

て
、
連
邦
政
府
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

憲
法
上
権
限
を
持
つ
議
会
が
こ
の
条
約
承
認
法
を
可
決
し
た
の
で
あ
り
、

こ
の
議
会
に
よ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
が
主
張
す
る
違
憲
の
疑
い
は
丹
念
に
審

査
さ
れ
、
疑
い
の
根
拠
が
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

③
仮
命
令
が
出
さ
れ
る
場
合
に
起
こ
り
う
る
不
利
益
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

、、ノ

の
よ
う
な
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

i
交
渉
の
相
手
国
に

、IJ

対
す
る
連
邦
共
和
国
の
国
際
的
行
為
能
力
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
一
H

こ
の
こ

と
は
と
く
に
当
面
予
定
さ
れ
て
い
る
全
欧
安
保
会
議
(
町
内
S
F
E
E
E円

ω
E
2
7
F
T
5
L
N
E
ω
ヨ
B
2月
Z
ζ
5
開
p
h
H
C
唱
と
の
準
備
の
た
め
の
外
相
会

議
や
両
ト
イ
ツ
の
国
連
加
盟
申
請
の
際
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
…
山
東

ド
イ
ツ
と
の
交
渉
が
困
難
と
な
り
両
ド
イ
ツ
の
人
的
往
来
規
制
の
緩
和
も
遅

れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

〔
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
〕

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
申
請
は
本
案
訴
訟
の
係
属
前
に
提
起
さ
れ
た

{
6
v
 

も
の
で
は
あ
る
が
許
さ
れ
る
こ
と
、
バ
イ
エ
ル
ン
は
原
告
適
格
が
あ
る
こ
と

円

7
v

な
ど
の
形
式
的
訴
訟
要
件
を
ま
ず
認
め
た
後
で
、
四
人
の
裁
判
官
の
見
解
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

八
四
人
の
裁
判
官
の
意
見
〉

付
①
ま
ず
こ
の
意
見
は
、
連
邦
大
統
領
の
連
盟
引
等
に
対
す
る
仮
処
分
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
連
邦
政
府
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
〈
連
邦
政
府
の
抗
弁

①
参
照
)
。

②
つ
ぎ
に
こ
の
意
見
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
そ
の
他
の
請
求
、
す
な
わ
ち
覚

え
書
き
の
交
換
を
本
案
判
決
が
川
さ
れ
る
ま
で
延
期
す
る
よ
う
命
ず
る
仮
命

令
を
出
す
こ
と
を
求
め
る
申
請
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
そ
こ
で
連
邦
憲

法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
の
可
否
を
審
査
す
る
場
合
、
人
仮
命
令
を
出
し
た
後

で
本
案
に
お
い
て
こ
の
条
約
が
合
憲
と
さ
れ
た
場
合
に
生
ず
る
不
利
益
V
と

〈
仮
命
令
を
出
さ
ず
、
そ
の
後
本
案
判
決
で
こ
の
条
約
が
違
憲
と
さ
れ
た
場

(
8
V
 

A
H
に
生
ず
る
不
利
益
M
V
と
を
比
較
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の

際
の
一
般
的
基
準
を
た
て
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
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ω比
較
衡
愛
す
る
際
の
一
般
的
基
挙

一
般
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
仮
命
令
を
出
す
場
合
、
判
例
上
厳
し
い
基

準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
高
度
に
政
治
的
な
条
約
承
認
法
に
関
す
る
仮
命
令



料

の
場
合
に
は
、
そ
の
基
準
は
と
く
に
厳
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

場
合
の
仮
命
令
の
申
請
は

一
度
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
基
準

資

と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
る
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較
衡
量
す
る
際
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
は
、
条
約
魚
認
法
の
違
憲
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
の
抽
象
的

な
可
能
性
で
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
比
較
衡
最
す

る
際
、
条
約
承
認
法
の
令
一
休
ま
た
は
一
部
が
本
案
判
決
で
違
憲
と
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
知
る
こ
と
の
で
き
た
根
拠
か
ら
高
度
の
蓋
然

性
を
も
っ
て
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
を
、
少
な
く
と
も
概
括
的
に
審
査
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
基
準
に
も
と
づ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
つ
ぎ
に
具
体

的
な
比
較
衡
査
を
行
な
う
。

白
比
較
衡
量

八
仮
命
令
を
出
さ
な
い
場
合
の
不
利
益

V

判
例
(
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
「
接
近
理
論
」
に
よ
る
合
憲
解
釈
を
し
た
事

(
刊
》

例
等
〉
に
よ
れ
ば
〈
お
そ
ら
く
合
憲
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
〉
こ
の
条

約
承
認
法
が
木
案
判
決
で
違
憲
と
さ
れ
る
議
然
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
限
定

解
釈
し
て
合
憲
と
さ
れ
る
場
人
け
で
も
、
そ
れ
ま
で
こ
の
条
約
が
発
効
す
る
こ

と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
条
約
の
発
効
も
、
そ
の
合
憲
解
釈

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
仮
命
令
を
拒
否
し
て
も
、

ー
た
と
え
木
案
判
決
前
に
覚
え
書
き
の
交
換
が
さ
れ
て
も
[
そ
の
結
果
生
ず

る
不
利
益
は
少
な
い
。

八
仮
命
令
を
出
す
場
合
の
不
利
益

V

こ
の
条
約
は
、
東
方
政
策
の
重
要
な
一
環
で
あ
り
、
こ
の
条
約
を
批
准
す

る
か
ど
う
か
が
、
東
方
政
策
全
体
に
遡
及
的
に
影
響
を
与
え
る
し
、
ま
た
、

こ
の
条
約
自
体
が
目
ざ
す
こ
と

l
特
に
東
西
ド
イ
ツ
の
関
係
の
正
常
化
や
人

的
往
来
規
制
の
緩
和
ー
に
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
政
治
的
に
き

わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
条
約
の
締
結
と
批
准
に
責
任
を
負
う
の
は
、
政

治
機
関
で
あ
り
、
政
治
関
係
を
自
ら
の
専
門
知
識
か
ら
は
十
分
に
洞
察
し
え

な
い
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
機
関
が
責
任
を
負
う
べ
き
行

為
に
容
吸
し
て
は
な
ら
な
い
。
連
邦
政
府
は
、
仮
命
令
が
出
さ
れ
れ
ば
批
治

が
遅
れ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
間
交
渉

l
と
く
に
令
‘
欧
安
保
会
議
と
国
連

加
問
の
た
め
の
交
渉
I
に
お
け
る
連
邦
共
和
闘
の
行
為
能
力
に
疑
問
が
持
た

れ
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
と
く
に
、
そ
の
こ
と
〈
連
邦
憲

法
裁
判
所
が
容
喚
し
な
い
こ
と
)
は
雪
一
要
で
あ
る
。
仮
命
令
を
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
そ
の
よ
う
な
損
害
は
も
は
や
回
復
不
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
さ

ら
に
基
木
条
約
に
も
と
づ
く
現
在
あ
る
い
は
将
来
の
交
渉
や
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
的
往
来
規
制
の
緩
和
も
、
仮
命
令
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
困
難

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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制
比
較
衡
量
の
結
果

四
人
の
裁
判
官
は
、
以
上
の
よ
う
な
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
、
公
共
の

福
祉
上
仮
命
令
を
出
す
F

」
と
が
緊
急
に
必
要
だ
と
す
る
重
大
な
理
由
は
な
い

と
し
て
い
る
。

八
他
の
四
人
の
裁
判
官
の
意
見
〉

右
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
他
の
四
人
の
裁
判
官
が
意
見
を
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
緊
急
の
必
要
が
な
い
か
ら
仮
命
令
を
出
す
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
結
論
に
お
い
て
は
全
裁
判
官
が
一
致
し
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上

そ
れ
以
外
の
他
の
理
由
で
仮
命
令
を
折
谷
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は

事
情
が
変
化
し
た
場
合
別
の
判
断
を
必
要
ー
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ

西ドイツ連邦憲法j長判所の自己抑制の態度

れ
を
考
え
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
、
現
在
の
事
情
を
基
礎
と
し
て
考
え
る

と
、
比
較
衡
量
の
結
果
は
異
っ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
見

解
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

付
比
較
衡
足

八
仮
命
令
を
出
さ
な
い
場
合
の
不
利
益

V

連
邦
憲
法
滋
判
所
が
v

}

の
条
約
の
九
日
・
違
憲
性
に
つ
い
て
判
断
す
る
前
に

こ
の
条
約
が
発
効
す
る
こ
と
自
体
が
、
重
大
な
不
利
益
で
あ
る
。
最
高
の
憲

法
諸
機
関
は
、
憲
法
上
相
互
に
配
慮
し
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

法
的
に
命
じ
ら
れ
た
配
慮
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
政
治
的
考
慮
よ
り
も
優

先
す
る
。
と
こ
ろ
で
(
多
数
意
見
は
、
こ
の
条
約
承
認
法
が
違
憲
と
な
る
蓋

然
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
た
が
)
こ
の
条
約
承
認
法
が
合
憲
か
違
憲
か

l
限
定
解
釈
を
す
れ
ば
合
意
と
い
う
第
三
の
可
能
性
も
あ
る
が
ー
と
い
う
こ

と
は
、
ま
だ
未
決
定
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、

仮
命
令
が
出
さ
れ
な
い
ま
ま
本
案
判
決
が
下
さ
れ
る
前
に
基
本
条
約
が
発
効

す
る
場
合
に
生
ず
る
不
利
益
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

場
合
、
連
邦
政
府
は
国
際
法
上
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
仮
命
令
が
緊
急
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
の
一

つ
の
雪
要
な
根
拠
は
、
結
局
、
憲
法
秩
序
を
保
護
す
る
機
能
を
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
果
せ
な
く
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
件
の
場

合
で
言
え
ば
そ
れ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
こ
の
条
約
を
違
憲
だ
と
解
釈
し

た
と
き
に
は
判
決
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
の
発
効
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
状
態
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
本
案
判
決
前
に
批
准
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
も
言
え

る
の
で
あ
る
。

八
仮
命
令
を
出
す
場
合
の
不
利
益

V

連
邦
政
府
は
、
批
准
を
延
期
す
れ
ば
政
府
の
行
為
能
力
が
侵
害
さ
れ
る
、

と
主
張
し
て
い
る
。
政
府
の
主
張
す
る
通
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
か
に
一

つ
の
不
利
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
動
的
に
そ
う
な
る
と
は
言
え
な
い
。
と

く
に
国
際
間
の
交
渉
や
国
際
的
条
約
の
相
手
国
が
と
る
で
あ
ろ
う
反
応
を
予
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料

期
す
る
場
合
、
悪
音
中
か
ら
山
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
の
場
合
も
、

相
手
国
が
フ
ェ
ア
な
態
度
を
と
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
べ
き
だ
。
そ

資

し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
努
力
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
関
係
閣
に
ド
イ
ツ
憲
法
か

ら
生
ず
る
事
情
を
理
解
さ
せ
、
そ
の
関
係
国
に
こ
の
事
情
を
考
慮
さ
せ
、
そ

の
関
係
国
の
態
度
を
こ
の
事
情
に
迎
応
さ
せ
、
そ
し
て
こ
の
延
期
に
伴
っ
て

生
ず
る
陣
容
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
と
い
う
よ
う
な
努
力
を
連
邦
政
府

が
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
西
ト
イ
ツ
の
全
欧
安
保
会

議
へ
の
参
加
や
国
連
へ
の
阿
ド
イ
ツ
同
時
加
盟
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
。
ま
た
同
様
に
す
れ
ば
、
東
ド
イ
ツ
と
付
属
協
定
に
つ
い
て
の
交
渉

を
続
行
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
で
あ
る
。

∞
比
較
衡
問
到
の
結
果

以
上
の
二
つ
の
不
利
請
を
比
較
衡
量
す
れ
ば
、
仮
命
令
が
緊
急
に
必
要
だ

と
い
う
辺
自
の
方
が
明
ら
か
に
優
先
す
る
。

〈
全
裁
判
官
一
致
の
結
論
〉

本
決
定
は
、
こ
の
よ
う
に
各
四
人
の
裁
判
官
の
二
つ
の
見
解
を
述
べ
た
上

で
最
後
に
、
「
す
べ
て
の
殺
判
官
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
仮
命
令
を
出
す
こ
と
が

緊
急
に
必
要
だ
と
は
考
え
な
い
。
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

条
約
承
認
法
が
立
法
機
関
を
通
過
し
た
後
は
、
批
准
手
続
は
、
こ
れ
を
比

較
的
速
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
批
准
手
続

が
い
つ
終
わ
る
か
、
あ
る
い
は
連
邦
政
府
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
木
案
判
決

の
前
に
覚
え
書
き
の
交
換
を
す
る
気
に
な
る
か
ど
う
か
が
は
っ
き
り
確
定
し

て
い
な
い
。
東
ド
イ
ツ
の
批
准
手
続
も
、
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
事
情
の
場
合
に
は
、
八
月
一
日

(
H
本
案
判
決
の
翌
日
)
以
前
に
覚
え
書

き
の
交
換
を
行
な
う
条
件
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
さ
え
予
想
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
円
下
の
と
こ
ろ
、
仮
命
令
の
申
請
は
却
下
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
O

U
第
二
回
目
の
仮
命
令
申
誇
を
棄
却
し
た
決
定
(
六
月
一
八
日
、
連
邦
憲

法
九
日
判
所
第
二
静
一

第
一
同
円
の
決
定
は
結
局
、
現
状
で
は
仮
命
令
を
出
す
こ
と
は
緊
急
の
必

要
性
が
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
考
え
れ
ば
こ
の
決
定
は
、
状

況
が
変
わ
り
緊
急
に
必
要
と
な
れ
ば
裁
判
所
は
仮
命
令
を
出
す
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
は
、
六
月
二
二
日
に
、
状
況
が
変
わ
っ

て
仮
命
令
を
出
す
緊
急
の
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
て
第
二
回
目
の
申
請
を
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
が
本
件
決
定
で
あ
る
。

〔
バ
イ
エ
ル
ン
の
主
張
〕

バ
イ
エ
ル
ン
政
府
は
、
こ
の
訴
え
で
、
連
邦
政
府
の
覚
え
書
き
の
交
換
を

本
案
判
決
が
出
さ
れ
る
ま
で
延
期
さ
せ
る
仮
命
令
を
出
す
こ
と
を
求
め
た
。
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そ
こ
で
ま
ず
、
第
一
回
目
の
申
請
以
後
変
化
し
た
事
実
状
況
と
法
律
状
況
と

し
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
挙
げ
、
仮
命
令
を
出
す
こ
と
の
緊
急
の
必
要
性
を
根
拠

づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
①
こ
の
条
約
の
承
認
法
が
公
布
さ
れ

(
H
六
月
六
日
〉
施
行
さ
れ
た
こ
と
、
@
こ
の
条
約
に
対
し
て
東
ド
イ
ツ
の

人
民
議
会
が
同
志
し
た
の
で
東
ド
イ
ツ
は
い
つ
で
も
覚
え
書
き
の
交
換
が
で

き
る
こ
と
、
③
こ
の
覚
え
書
き
の
交
換
を
ボ
ン
で
六
月
二

O
日
に
行
な
う
こ

と
を
耐
ド
イ
ツ
聞
で
取
り
決
め
た
の
で
こ
の
条
約
は
六
月
二
一
日
に
発
効
す

る
こ
と
に
な
る
が
〔
基
本
条
約
第
一

O
条
参
照
て
そ
の
覚
え
書
き
の
交
換
は

仮
命
令
に
よ
っ
て
し
か
阻
止
さ
れ
え
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
本
案
判
決
以
降

西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

に
ま
で
延
期
す
る
v

)

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
生
ず
る
で
あ
ろ
う
二
つ
の
不
利
誌
を
比
較
衡
量
し
て
以
下
の
よ

う
に
バ
イ
エ
ル
ン
は
主
張
し
て
い
る
。

本
案
判
決
前
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
そ
の
後
に
そ
の
憲
法
上
の
殺
脱
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
芳
夫
な
損
害
が
生
じ
る
。

す
な
わ
ち
、
条
約
を
批
准
し
て
し
ま
え
ば
連
邦
政
府
は
、
国
際
法
上
そ
の
条

約
を
履
行
す
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
理

由
と
し
て
こ
の
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
案
判
決
前
に

条
約
を
発
効
さ
せ
る
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
政
府
に
よ
っ
て
出
し
抜

(
酌
}
}
令

Him-
品
。
一
色
回
)

か
れ
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
基
本
法
の
法
治
国
家
秩
序
に

抵
触
す
る
。
他
方
、
発
効
が
少
し
ぐ
ら
い
遅
れ
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
ず

る
不
利
益
は
比
較
的
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
ル
シ

γ
キ

で
全
欧
安
保
会
議
の
準
備
会
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

際
の
行
為
能
力
に
関
す
る
政
府
の
疑
念
に
つ
い
て
も
、
会
議
の
初
め
に
発
効

の
遅
延
に
対
応
す
る
留
保
を
つ
け
れ
ば
よ
い
。
国
連
へ
の
両
ド
イ
ツ
の
同
時

加
盟
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
東
西
の
往
来
規
制

の
緩
和
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
言
え
ば
、
条
約
の
発
効
が
数
週
間
遅
れ
て

も
実
際
上
の
不
都
合
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
規
制
の
緩
和
の
準
備
の
た
め

に
い
ず
れ
に
し
ろ
更
に
若
干
の
時
間
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

条
約
に
付
随
し
て
今
後
締
結
さ
れ
る
諸
条
約
に
と
っ
て
は
、
批
准
が
遅
れ
る

こ
と
は
不
利
益
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
利
益
に
な
る
。

〔
連
邦
政
府
の
抗
弁
〕

こ
の
バ
イ
エ
ル
ン
の
主
張
に
対
し
て
連
邦
政
府
は
、
そ
の
抗
弁
と
し
て
、

こ
の
訴
え
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
予
備
的
抗
弁
と
し
て

(r-一
『

ω
君
。
目
。
)
、
こ
の
訴
え
は
明
ら
か
に
根

拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

そ
し
て
、
本
件
訴
え
は
法
的
保
護
の
利
益
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
理
由
づ
け
た
。

仮
命
令
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
内
政
・
外
交
上
の
不
利
益
は
依
然
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和}

と
し
て
存
在
す
る
。
ま
た
、
両
国
の
国
連
加
盟
が
す
ぐ
円
前
に
迫
っ
て
お

り
、
仮
命
令
が
山
さ
れ
れ
ば
、
国
連
は
基
木
条
約
の
発
効
が
確
定
し
て
い
な

い
の
に
こ
の
加
盟
申
請
を
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

資

〔
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
〕

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
、
ず
連
邦
政
府
の
「
法
的
保
護
の
利
益
が
な
い
」

と
い
う
主
張
を
否
定
し
た
後
で
、
第
一
回
目
の
決
定
で
し
た
よ
う
に
二
つ
の

不
利
益
を
比
較
衡
監
し
て
い
る
。

け
比
較
衡
長

八
仮
命
令
を
柄
否
し
た
後
に
、
こ
の
条
約
が
違
憲
と
さ
れ
る
か
、
あ
る
い

は
一
定
の
合
意
解
釈
に
よ
っ
て
の
み
合
憲
と
さ
れ
る
場
合
の
不
利
益

V

こ
こ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
例
上
初
め
て

τιEa-

百】『
1
2
m
廿
丘
三
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。

仮
命
令
を
相
一
合
す
れ
ば
、

j
bし
本
案
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と

さ
れ
る
な
ら
ば
ー
そ
の
結
果
と
し
て
第
一
に
、
連
邦
共
和
国
と
連
邦
政
府
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
に
陥
る
。
す
な
わ
ち
、
政

府
は
、
そ
の
条
約
を
履
行
す
れ
ば
、
連
邦
憲
法
後
判
所
の
そ
の
(
本
案
)
判

決
に
よ
れ
ば
憲
法
上
の
命
令
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に
違
反
せ
ざ
る
を
え
ず
、
他

方
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
そ
の
判
決
に
従
え
ば
条
約
不
履
行
に
な
る
と
い
う
そ

う
い
う
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
矛
盾
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
園
内

に
お
い
て
は
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
し
か
除
去
さ
れ
え
な
い
。
他
方
、
条
約
改

正
に
よ
っ
て
こ
の
矛
盾
を
除
去
す
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
に
は
終
了
条
項
や

廃
棄
条
項

S
Z
E苔
5
間
的
l

え
可
欠
音
色
目
宮
口
町
M
Z
E
E〉
が
な
い
の
で
こ

れ
を
連
邦
政
府
だ
け
の
力
で
は
な
し
え
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

仮
命
令
が
出
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
連
邦
政
府
は
最
高
の

憲
法
諸
機
関
相
互
の
基
本
的
関
係
か
ら
生
ず
る
憲
法
上
の
命
令
を
ま
も
る
こ

と
を
免
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
基
本
法
が
憲
法
裁
判
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
や
憲
法
裁
判
所
が
国
際
法

上
の
条
約
を
も
憲
法
審
査
し
う
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
原
則
と
し

て
、
執
行
部
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
手
続
を
出
し
抜
き
、

あ
る
批
判
置
に
よ
っ
て
終
局
的
に
こ
の
裁
判
所
の
判
決
の
効
カ
の
一
部
を
奪
い

取
る
と
い
う
こ
と
と
適
合
し
な
い
が
、
他
方
、
こ
の
よ
う
な
急
を
要
す
る
策

法
紛
争
の
場
合
に
は
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
っ
て
訴
訟
手
続
を
速
め

る
義
務
を
連
邦
憲
、
法
裁
判
所
が
負
う
と
い
う
こ
と
も
基
本
法
と
適
介
し
な

ぃ
。
こ
の
こ
と
と
対
応
す
る
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
発
展
さ

せ
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ト
は
連
邦
に
忠
誠
な
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
4

と
い
う
憲
法
原
則
に
連
邦
政
府
が
拘
束
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て

も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
同
憲
法
原
則
と
も
、
限
界
を
も
っ
て
い
る
。
連
邦

憲
法
裁
判
所
が
仮
命
令
を
出
す
こ
と
を
放
棄
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
界
を
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決
め
る
こ
と
は
、
連
邦
政
府
の
責
任
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
そ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
に
判
例
に
お
い
て
自
ら
を
義
務
づ
け
て
き

た

す

ι恒
久
乙
百
一
町
1
3込
g
E岬
か
ら
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

人
仮
命
令
を
出
す
場
合
の
不
利
益

V

い
か
な
る
政
治
的
危
機
が
こ
の
条
約
の
発
効
の
遅
延
の
結
果
生
ず
る
か
が

予
測
さ
れ
え

L
ザ
た
だ
一
つ
、
六
互

δ
日
に
覚
え
書
き
が
交
換
さ
れ
た

場
合
に
の
み
両
ド
イ
ツ
の
国
連
加
取
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
確
実

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
二
一
日
の
国
連
安
保
理
事
会
で
両
ド
イ
ツ
の
国
連

加
盟
に
つ
い
て
の
決
定
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
六
月
二

O
日
に

覚
え
書
き
を
交
換
し
た
場
合
に
の
み
両
ド
イ
ツ
の
国
連
加
盟
が
実
現
す
る
と

西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

い
う
こ
と
は
、
両
ド
イ
ツ
の
聞
に
密
接
か
つ
特
別
な
関
係
を
維
持
す
る
た
め

に
基
本
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

口

結
王子とゐ

民間

本
決
定
は
、
以
上
二
つ
の
不
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
後
者
の
不
利

益
の
方
が
重
大
で
あ
る
と
し
て
全
員
一
致
で
バ
イ
エ
ル
ン
の
申
請
を
棄
却
し

た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
こ
の
よ
う
に
仮
命
令
を
棄
却
し
て
も
「
本
案
判
決
は

1
完
全
な
効
力
は
持
た
な
い
に
し
て
も

l
依
然
と
し
て
園
内
秩
序
に
と
っ
て

ゃ
、
ま
た
後
続
諸
条
約

q
G
K
2
2常
山
間
乙
の
交
渉
の
際
の
速
邦
政
府
の
法

的
立
場
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
」
と
し
て
い
る
。

付
本
案
判
決
(
七
月
三
一
目
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
部
判
決
)

十
本
案
訴
訟
に
お
い
て
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
は
、
「
基
本
条
約
承
認
法
は
、

基
本
法
と
一
致
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
無
効
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
の
確
認
を

求
め
た
。
そ
し
て
、
バ
イ
エ
ル

γ
政
府
は
、
大
略
つ
ぎ
の
四
つ
の
点
か
ら
そ

の
主
張
を
根
拠
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
基
本
条
約
が
、
①
基
本
法
の

ド
イ
ツ
の
単
一
性
を
保
護
す
る
規
定
、
②
再
統
一
に
つ
い
て
の
規
定
、
③
ベ

ル
リ
ン
に
つ
い
て
の
規
定
、
④
東
ド
イ
ツ
に
住
む
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
保
護

配
慮
義
務
に
つ
い
て
の
規
定
、
に
違
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
対
応
し
て
、
本
案
判
決
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
を
し
、
結

局
い
わ
ゆ
る
ん
円
憲
解
釈
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
承
認
法
が
基
本
法
に
適

九
日
す
る
と
判
示
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
問
題
は
特
殊
ド
イ
ツ
的
な
問
題

で
あ
り
、
本
稿
の
叙
述
と
は
直
接
関
連
性
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら

の
問
題
を
割
愛
し
て
判
決
の
う
ち
吉
全
丘
三
百
干
B
m昨日

Fa
に
関
係
す
る

部
分
だ
け
を
紹
介
す
る
。

ト
ヰ
判
決
は
、
ま
ず
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
条
約
に
つ
い
て
の
審
査
権
と

τι-n円ω
一月戸内
1
5
m
件
同
日
三
と
の
関
係
を
つ

g
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

規
範
審
査
を
す
る
場
合
の
尺
度
は
基
本
法
で
あ
り
、
こ
の
基
本
法
を
拘
束

力
を
も
っ
て
解
釈
す
る
の
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
あ
る
。
条
約
は
実
体
憲
法

を
作
り
出
す
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
憲
法
を
解
釈
す
る
た
め
に
条
約
を
引
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料

き
人
口
い
に
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
条
約
の

審
査
の
場
合
に
も
合
憲
解
釈
を
す
べ
き
だ
と
い
う
原
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
共
和
国
と
他
の
国
と
の
関
係
に
関
す
る
憲
法
規
定

資

を
解
釈
す
る
場
合
、
そ
の
憲
法
規
定
が
政
治
的
形
成
の
た
め
の
自
由
裁
量
を

認
め
る
性
絡
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
原
則

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
法
は
、
外
交
の
領
域
で
も
あ
ら
ゆ
る
政
治
権

力
を
限
界
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
態
法
秩
序
を
貫
徹
さ
せ
る
最
終
的

義
務
を
負
っ
て
い
る
の
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
な
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判

所
が
自
ら
に
課
し
て
い
る

τ丘
円
正
耳
目
h
I
R
日
可
包
え
の
原
則
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
上
述
の
権
限
を
縮
少
し
た
り
弱
め
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、

政
治
を
行
な
う
こ
と
の
放
棄
、
す
な
わ
ち
憲
法
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
ま
た

限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
自
由
な
政
治
的
形
成
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
領
域
に
介

入
す
る
こ
と
の
放
棄
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
原
則
は
、
他
の
憲
法

諸
機
関
の
た
め
に
保
障
さ
れ
た
自
由
な
政
治
的
形
成
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
領

域
合
}
均
四
保
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
憲
法
機
関
が
既
成
事
実
を
つ
く
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
出
し
按
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
条
約
に
関
す
る
規
範

審
査
手
続
に
お
け
る
判
決
は
、
そ
の
条
約
の
発
効
前
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
が
で
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
す
べ
て
の
憲
法
機
関
は
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
憲
法
審
査
を

で
き
る
だ
け
早
く
終
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
他
方
、
他
の
憲
法
諸

機
関
は
、
条
約
批
准
ま
で
の
日
程
を
決
め
る
時
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査

権
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
適
切
な
時
期
に
そ

し
て
有
効
に
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
困
難
あ
る
い
は
不
可
能
に
す
る

す
べ
て
の
こ
と
そ
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
包
括
的
な
策
法
裁
判

を
規
定
し
て
い
る
基
本
法
の
決
定
は
、
執
行
部
が
憲
法
裁
判
所
に
係
属
し
て

い
る
訴
訟
手
続
を
出
し
抜
く
と
い
う
こ
と
と
は
適
合
し
な
い
。
例
外
的
に
、

本
件
の
よ
う
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
訴
訟
手
続
が
終
わ
る
前
に
条
約
を
発
効

さ
せ
る
こ
と
が
行
政
府
の
見
解
に
よ
れ
ば
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
よ
う
に

思
え
る
状
況
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
憲
法
機
関

が
そ
の
こ
と
か
ら
生
じ
る
結
果
に
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
l
)

ド
イ
ツ
語
で
は
巳
ロ
込
者
2
r間
ゆ
〉
口
O
Eロ
ロ
ロ
聞
で
あ
る
。
仮
処
分

ハ
g
g仲
4
2
戸仲間
σ
〈

Z
E間
口
口
問
)
と
は
、
用
語
上
も
区
別
さ
れ
て
い
る

の
で
、
野
中
・
小
島
氏
に
従
っ
て
こ
こ
で
も
「
仮
命
令
」
の
訳
語
を

使
う
。
野
中
俊
彦
「
憲
法
裁
判
に
お
け
る
仮
処
分
」
金
沢
法
学
一
四

巻
一
号
一
頁
以
下
、
小
島
和
司
訳
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所

法
」
法
律
時
報
二
六
巻
二
号
一
九
一
頁
以
下
参
照
。
以
下
の
仮
命

令
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
野
中
氏
の
前
掲
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
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西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

(
2
〉
野
中
前
掲
霊
園
一
一
頁
以
下
は
、
「
『
争
訟
の
場
合
」
と
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
が
扱
う
す
べ
て
の
手
続
だ
」
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
例

上
考
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
権
限
に
属
す
る
争
訟
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
本
案
請
求
が
認
め
ら

れ
る
か
否
か
が
確
認
さ
れ
る
必
要
も
な
い
し
、
ま
た
、
本
案
手
続
が

す
で
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
必
要
も
な
い
と
い
う
。

(
3〉
ル
ッ
プ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
河
口
唱
ヲ
図
。
・

ω
c
s巾

M
N
E
d
m凶
『

r
m
C
Z
]
呈
出
口
町
田

}ω
己『
l
H
O
ω
H
S
吉岡・

0
7
F
2
ω
g
g
円
ω
言

』

DZE--
〈

D--N一
〈
呂
田
C
)
司

・

印

O
印

R
・

「
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
違
憲
の
法
律
を
打
倒
し
た
り
、
ま
た
執

行
部
の
行
為
を
違
憲
と
宣
言
し
た
り
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
統
治
機
構
の
政
治
諸
部
門
が
、
統
治
の
舞
台
の
主
役
な
の
で

あ
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
単
に
レ
フ
ェ
リ
ー
の
よ
う
な
機
能
し

か
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
不
必

要
に
統
治
上
の
行
為
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
干
渉

が
最
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
仮
命
令
に
よ

っ
て
、
執
行
部
に
そ
の
い
く
つ
か
の
機
能
を
行
使
す
る
こ
と
を
そ
の

機
能
の
合
憲
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
中
止
す
る
よ
う
に
命
ず
る
場

合
、
あ
る
い
は
、
あ
る
法
律
を
そ
の
合
憲
性
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
執

行
し
え
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
府
の
努
力
を
妨
げ
る

場
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
繰

り
返
し
、
『
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
を
出
す
権
限
を
日
以
大
限
の

抑
制
を
も
っ
て
の
み
行
使
す
る
』
と
い
っ
て
き
た
。
」

(
4
)
∞
〈
巾
止
の
肘

ω♂
一
∞
ω
な・

(
5
)

回
間
際
法
上
の
条
約
を
締
結
す
る
権
限
は
、
基
本
法
五
九
条
一
項
に

よ
っ
て
連
邦
大
統
領
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
批
准
を
す

る
の
は
、
通
常
は
、
連
邦
大
統
領
で
あ
る
。
そ
し
て
、
条
約
承
認
法

に
対
す
る
大
統
領
の
連
署
等
の
行
為
は
、
こ
の
批
准
の
前
提
行
為
を

な
す
こ
と
に
な
り
、
大
統
領
の
批
准
を
な
す
意
思
決
定
は
こ
れ
ら
の

行
為
に
よ
っ
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
大
統
領
が
条
約
承
認
法
に
連
署
し
そ
れ
を
公
布
す
れ
ば
当
然
批

准
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
た
び
批
准
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
は
、

た
と
え
そ
の
条
約
承
認
法
が
違
憲
で
も
連
邦
共
和
国
は
そ
の
条
約
を

履
行
す
る
国
際
法
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
条
約
承
認
法
の
場
合
に
は
、
と

く
に
公
布
前
で
も
こ
れ
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
審
査
で
き
る
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
〈
包
∞
〈
の
え
の
肘
プ
包
や
し
か
し
、
基
本
条
約
の

場
合
は
、
条
約
一
政
認
法
の
公
布
の
後
に
、
さ
ら
に
、
覚
え
書
き
の
交

換
と
い
う
連
邦
政
府
の
行
為
が
な
け
れ
ば
発
効
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
件
で
は
、
連
邦
大
統
領
の
連
署
・
公
布
の
延
期
を
求
め
る
こ

と
は
、
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
6
)

註
(
2
)参
照
。

(

7

)

こ
こ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
案
の
訴
え
が
許
さ
れ
な
い
の
で

仮
命
令
の
申
請
も
許
さ
れ
な
い
守
口
同
乙
出
邑
四
)
と
い
う
抗
弁
を

6

対

2
で
、
ま
た
本
案
の
訴
え
が
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
の
勺
仮
命
令
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本}

の
申
請
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
抗
弁
を
5
対
3
で
斥
け
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
〈
悶
「
明
ユ
2
2
r
m
y
y
出丘
t
L
2
〈

2
P
E
E
M
m寸

-ロ

N
列
目
ι
・-由吋
ω
"
ω
・
一
∞
∞
ロ
・
(
コ
山
口
町
・
)

(
8
J
前
述
の
よ
う
に
、
連
邦
策
法
裁
判
所
法
三
二
条
一
項
は
、
仮
命
令

を
出
す
た
め
の
実
質
的
要
件
を
、
「
重
大
な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
、

急
迫
す
る
暴
力
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
は
他
の
重
大
な
理
由
か
ら
、
公

共
の
福
祉
の
た
め
に
緊
急
に
必
要
で
あ
る
場
九
日
」
と
規
定
し
て
い
る
。

野
中
前
掲
寄
二
五
頁
以
下
は
文
言
上
の
抽
象
性
や
文
脈
上
の
不
明
確

性
か
ら
、
こ
の
規
定
の
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
解
釈

の
分
か
れ
日
は
た
と
え
ば
「
公
共
の
福
祉
の
た
め
」
と
い
う
文
言
が

「
そ
の
他
の
重
大
な
理
由
か
ら
」
の
み
を
、
う
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も

「
重
大
な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
、
急
迫
す
る
暴
力
を
防
ぐ
た
め
」

を
も
、
う
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
連
邦

窓
法
裁
判
所
自
体
も
、
こ
の
論
争
に
は
っ
き
り
し
た
解
答
を
与
え
て

い
な
い
が
、
判
例
の
蓄
積
を
み
る
と
、
「
公
共
の
福
祉
を
連
邦
憲
法
裁

判
所
法
三
二
条
の
中
心
概
念
に
ま
で
高
め
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
仮
命
令
が
請
求
さ
れ
た
場
合
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
を
出
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

緊
急
に
必
要
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
の
方
法

と
し
て
比
較
衡
盈
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
比
較
衡
最
の
仕

方
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
考
慮
が
そ
の
中
に
入
っ
て
く
る
の
か
に
つ

い
て
、
野
中
前
掲
喜
三
二
頁
は
、
判
例
理
論
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。

資

(
g
)
 

「
あ
る
法
律
の
合
・
違
憲
が
争
わ
れ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
仮
命
令

請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
八
執
行
停
止
の
仮
命
令
を
発
令
し
な
い

で
お
い
て
、
後
で
当
該
法
律
が
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
に
生
じ

う
る
不
利
益

V
と
八
当
該
法
律
を
仮
命
令
に
よ
り
暫
定
的
に
停
止
し

た
後
、
本
案
判
決
で
は
当
該
法
律
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

生
じ
う
る
不
利
益

V
と
を
秤
量
し
た
上
で
仮
命
令
を
発
す
べ
き
か
否

か
を
判
断
す
る
。
そ
の
場
合
、
八
審
査
に
際
し
て
は
、
原
告
の
利
益

の
み
な
ら
ず
『
問
題
の
中
に
は
い
っ
て
く
る
す
べ
て
の
利
害
』
と

『
相
対
立
す
る
利
益
』
を
考
慮
し
、
相
互
に
秤
量
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

V
」

こ
の
指
摘
の
中
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
仮
処
分
の
申
請
の
許
否

を
判
断
す
る
方
法
の
基
本
線
l
判
例
理
論
上
の
ー
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
と
く
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
比
較
衡
量
の
対
象
に
な

る
の
は
、
八
問
題
の
中
に
入
っ
て
く
る
す
べ
て
の
利
害
V
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
的
利
詐
の

み
な
ら
ず
、
事
実
上
の
利
害
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
政
治
的
利
害
ま
で

も
、
こ
の
考
慮
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
仮
処

分
に
つ
い
て
「
最
大
限
の
自
制
を
も
っ
て
」
こ
れ
を
審
査
す
る
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
態
度
が
表
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
仮
命
令
の
許
否
の
判
断
の
中
で
本
案
判
決
が
先
取
り

さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
l
ゼ
ン
ハ

l
ン

F
F
O
-
-
ω
・
一
回
一
・
は
、
こ

の
先
取
り
が
v

」
れ
ま
で
の
判
例
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
批

判
し
て
い
る
。
野
中
前
掲
量
百
四
二
頁
以
下
も
、
仮
命
令
が
本
案
判
決

;ttil.;29(2・148)280
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を
先
取
り
す
る
こ
と
を
、
判
例
は
厳
し
く
排
除
し
て
い
る
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
本
案
を
先
取
り
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
連
邦
憲
法
及
判
所
は
仮
命
令
に
関
す
る
決
定
を
、
本
案
手

続
の
考
慮
と
は
全
く
無
関
係
に
下
し
う
る
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と

が
た
て
ま
え
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
生
じ
う
る
不
利

益
の
比
較
粁
最
が
行
な
わ
れ
る
場
合
、
も
つ
ば
ら
仮
命
令
を
発
す
る

か
、
し
な
い
か
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
不
利
益
の
比
較
の
み
に
よ
っ

て
、
い
ず
れ
か
の
結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」

(
旧
)
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
条
約
の
合
憲
伎
を
認
め
る
た
め

に
は
、
「
条
約
の
定
め
る
措
置
が
そ
の
意
図
と
傾
向
に
お
い
て
少
な
く

と
も
政
治
的
に
可
能
な
か
ぎ
り
介
憲
状
態
に
近
づ
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
達
成
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」
と
し
た
判
例

宙
〈

2
5開
ナ

5
巴
で
あ
る
。
阿
部
照
哉
「
憲
法
裁
判
と
政
治
」

法
学
論
叢
八
八
巻
一
・
ニ
・
三
号
六
三
頁
以
下
と
く
に
七
七
頁
参

昭
吋

ハ
け
)
連
邦
議
法
裁
判
所
訟
は
、
一
九
七

O
年
十
二
月
一
一
一
日
の
改
正
で

少
数
意
見
制
を
と
り
入
れ
た
。
改
正
後
の
同
法
三

O
条
二
項
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
裁
判
官
は
、
評
議
に
お
い
て
主
張
し
た
判
定
〈
何
三
百

Z
5
5巴

ま
た
は
判
定
の
理
由
づ
け
に
対
す
る
彼
の
少
数
意
見
官
7
2
E
M
g
L巾

ζ
巳
ロ
ロ
ロ
問
)
を
特
別
意
見

(
F
E
2
5
E
B〉
の
中
に
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
特
別
意
見
は
、
判
定
に
添
付
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
部

3
3込
)
は
、
判
定
の
中
で
投
票
の

割
合
を
知
ら
せ
る
こ
と
、
が
で
き
る
。
詳
細
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

連
令
部
の
決
定
す
る
手
続
規
則
が
規
律
す
る
。
」

こ
の
手
続
規
則
は
、
一
九
七
一
年
一
月
に
決
定
さ
れ
た
。
〈
問
}
・

ω仙の
T
O
P
E
-
0
2
∞ロコハ
H
2〈ヨ『
g
mロロ問
ω悶
q-nr円leω
官同口問
I
司

csrl

t
o口
同
2
r
g官
2
7
Z口問
ωr2弓
E
m
-
-
∞
3
・
ω・印
0

・
ち
な
み
に
本
決

定
で
は
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
裁
判
官
の
見
解
が

4
対
4
と
同
数
に

分
か
れ
て
い
る
の
で
、
多
数
意
見
・
少
数
意
見
と
か
い
う
言
葉
は
使

わ
れ
て
い
な
い
。

(
刊
は
)
∞
〈
ゆ
え
の
円
山
ω
Y
N
U
J
1

ロ・

(
は
〉
こ
の
部
分
は
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
詳
し
い
立
証
が
な
い
の
に

連
邦
に
と
っ
て
危
険
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
か
ぎ
り
で
司
♀
E
E一

宮
g
E
S
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
巴
C
E
g三円
N

・
C
-
P
E
n
-
m
r
z『1
B
l

ω-z-E口丹己
ELL-O
〈ぬ同町日出口コ問
ω四ぬ江口「同一一。
ro
円

ro『℃叫ん広口口町〈
D
ロ

〉

r
zロハ日
2
〉

E
宅配円丘町
0
0
2
5
x
-
E
U〈
回
円
一
回
吋
m
w
ω
・品目吋・

は
、
つ
g
c
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
明
示
的
に
「
い
か
な
る
政
治
的
危
機
が

そ
の
条
約
の
発
効
の
遅
延
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
は
、
予
測
さ
れ

え
な
い
。
:
:
:
〈
事
態
の
)
展
開
の
蓋
然
性
す
ら
計
算
さ
れ
え
な

い
』
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
(
こ
こ
で
は
〉
ア
メ
リ
カ
の
議

論
で
あ
る
、
表
面
上
司
法
的
に
発
見
し
操
作
し
う
る
基
準
の
欠
如
、

あ
る
い
は
情
報
の
欠
如
(
吉
岡
市
r
z
n
r
g
F
Z
2
5コ
宮
仕
立
に
ぞ

;ft法29(2・149)281



}
 

t
F
 

門出国

8
2
s
z。
白
ロ
ι
ヨ
Eω
四
g
z
m
a
g去
三
目
。
ι
R
U与
え

5
1

向
。
『
吉
弘
一
己
ロ
ゾ
と
類
似
の
も
の
が
明
ら
か
に
号
一
回
わ
れ
て
い
る
。

、H
o
g
E
n
r
h凶
?
の
・
〉

5
4司
郎
吋
昨
日
開
。
。
何
者
m
X

ロ
ロ
ハ
山
正
門
『
g
v
zロ四
m
l

mgnzrz問
。
口
町
0
2
・
E

E
〈
・
一
回
司
、

ω・
∞
ロ
マ
も
同
国
同
の
批
判

を
し
て
い
る
。
こ
の
ち
虫
色

2
7ぢ
虫
色

g
の
問
題
は
、
六
月
四
日

の
第
一
回
目
の
決
定
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

N
2
2
2
4
n・
ぐ
司
P
自
己
口
問
ω四
角
材
F
同
ロ
ロ
仏
〈
由
一
常
日
2
r三一口「
2

〈
2
同
gm-
一由工・

ω・
一
司
・
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
一
言
っ
て
い
る
。

「
七
三
年
六
月
四
日
の
決
定
に
お
い
て
四
人
の
裁
判
官
が
:
:
・

『
き
わ
め
て
基
本
的
な
意
義
を
も
っ
条
約
の
締
結
と
批
准
に
つ
い
て

は
、
政
治
的
な
行
為
に
任
ぜ
ら
れ
た
連
邦
共
和
国
の
諸
機
関
が
そ
の

責
任
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
考
え
た
時
に
(
連
邦
憲
法
裁

判
所
は

)
r
L
E牛
耳

-h13m合
広
三
を
唱
。
一
夜

B
7】
5
m
E
S
L
S

E
5
の
限
界
に
ま
で
近
づ
け
た
。
」

そ
の
他
に
、
基
本
条
約
諸
判
決
に
表
わ
れ
た

2
L
E尚
一
見
平

日
民

g
吉
伸
と
の
関
連
で
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宮
}
庄
の
乙
』
戸
市
ω
色
OHM

の
採
用
の
可
能
性
に
言
及
し
、
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
も
の
に

N
z
n
F

戸
司
o
r
t
s
-ー
ρロ
虫
色
。
ロ
l
u
o
r廿
2
.
]己品目
E
}
問。-同
i
H句

M
H
Z
5
H
g
d内山

内山
ωω

回巳ロ品。
ω〈ゆ門町一
ωωω
ロロ四
ω向
。
ロ
ロ
『
品
巴
凶
』
N-
一一山吋品・

ω'ω
町
一
同
『
-

G

E
〉
お
よ
び

F
5
2
E
y
p
p
ω
0・
が
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の

通
説
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
西
ド
イ
ツ
で
の
吉
宮
町
主
宮

2
t
g
の
採

用
を
否
定
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
h

同
定
す
る
説
も
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
ご
く
少
数
(
エ

1
ム
ケ
、
ド
ル
ツ
ア

l
、
イ
プ
セ
ン
な
ど
)

資

北法29(2・150)282

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
所
説
は
ド
イ
ツ
的
に
変
型
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
通
説
的
見
解
と
し
て
ゲ
ル
ハ
ル
卜
・
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
、
小
林
直

樹
訳
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
共
和
問
の
憲
法
裁
判
所
と
政
治
に
対
す
る

司
法
判
断
」
国
家
学
会
雑
誌
七
九
巻
一
一
・
一
一
一
号
、
六
一
一
一
一
一
一
頁
以

下
と
く
に
六
三
七
頁
参
照
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
論
文
と
し
て
、

同
著
者

0

2

3
弘
E
仏
2

回
E
仏
2

2
同町民自己口問問問。
2
n
y
r
-
吉

∞E
え
2
2『
『
日
吉
口
問
ω
問
符
コ
口
「
三
包
丁
、
一
均
一

'ω
・
ピ
ロ
・
ま
た
連
邦

憲
法
裁
判
所
長
官
時
代
の
ミ
ュ
ラ
l
の
見
解
と
し
て
、
ゲ

l
。
フ
ハ
ル

ト
・
ミ
ユ
ラ

l
、
村
上
淳
一
訳
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
窓

法
裁
判
権
」
法
曹
時
報
二
一
巻
三
号
五
一
八
頁
以
下
、
と
く
に
五
三

二
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
一
九
六
一
年
の
ド
イ
ツ
国
法
学
者
大
会
に
お

け
る
、
エ

l
ム
ケ
の
研
究
報
告
お
よ
び
、
そ
の
際
の
討
論
が
市
裏
で

あ
る
。
〈
m--
〈
〈
0
3何
?
"
国
民
昨
日

O
W
E
E
-
ま
た
エ
l
ム
ケ
の

憲
法
解
釈
論
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
〈
四
-
・
町
内
C

口}
M

・
E
・』・

ω
g
d
E
R
H

」己ロ
ωtmnrη
恒向角川伸
}
U
D
応。

rMω
仲

ωω
仲

mHI内
n
r
F
一回吋吋
u
ω
-
一一
ω印
『
』
?

以

上

官

-
E
E
-
f
g
t
g
の
西
ド
イ
ツ
で
の
採
用
の
問
題
に
つ

い
て
参
照
し
た
文
献
の
主
な
も
の
を
掲
げ
た
。

ハ
リ
門
)
回
ぐ
ゆ
同
町
の
何

ωデ
戸
山
・

(
日
〉
こ
の
問
題
の
他
に
、
本
判
決
で
と
く
に
重
要
な
の
は
、
ト
イ
ツ
の

法
的
地
位
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
の
要
旨
を
紹
介
す
れ
ば
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
る
。

基
本
法
は
、
ド
イ
ツ
閤

(
F
c
g
n
r
m
m
閉
山
江
円
ご
が
一
九
四
五
年



西ドイツ連邦憲法裁判所の自己抑制の態度

の
敗
戦
以
降
も
崩
壊
せ
ず
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
存
続
し
て
い
る
ド
イ
ツ
国
は
依
然
と
し
て
権
利

能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
国
家
機
関
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
行
為
能
力
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ト
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
ド
イ

ツ

(
U
2同
自
主
ω
ロ
チ
こ
れ
は
ド
イ
ツ
国
の
空
間
的
範
閉
す
な
わ
ち
領

土
の
こ
と
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。
)
の
一
部
が
新
た
に
編
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
ド
イ
ツ
国
の

後
継
国
で
は
な
く
ド
イ
ツ
固
と
同
一
の
国
家
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
空

間
的
範
囲
は
ド
イ
ツ
の
一
部
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
述
邦
共
和

国
だ
け
が
ド
イ
ツ
国
だ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
は
、
た
し
か
に
そ
の
高
権
を
基
本
法
の
及
ぶ
領
域
に
限
定
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
ド
イ
ツ
国
全
体
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
ベ
ル

リ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
の
地
位
は
、
単
に
制
限
さ
れ
占

領
軍
の
留
保
に
よ
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
は
、
ド
イ
ツ
の
一
部
な
の
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の
関
係
で
外
国
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
判
決
は
、
こ
れ
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
論
点
を
も
ち
、
評
釈
も
、

そ
れ
に
対
応
し
て
種
々
の
観
点
か
ら
こ
の
判
決
を
論
じ
て
い
る
。
そ

れ
は
た
と
え
ば
、
外
交
権
の
司
法
審
査
、
連
邦
憲
法
裁
判
法
第
三
一

条
の
判
決
の
拘
束
力
、
合
憲
解
釈
な
ど
の
観
点
で
あ
る
。
ま
た
、
本

判
決
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
論
文
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
そ

の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
判
例
評

釈
と
し
て
、

0
3ぬ
Z
E
E
-
、H
J

E

』N
・一叩吋
ω
"
ω
・
印
室
戸
ド
イ

ツ
の
法
的
地
位
等
に
つ
い
て
、
阿
佐
言
巳
問
噌
者

-
U
E同句会
F
E
M

岡山
2
r
g
E問。

Y
2伊丹
F

E
何

CHC司
ω
1〉
27-〈
・
司
D
一向。

ω
・
-
U〕

1
k
f
ω
・

コ
コ
・

E
R
r
2・]・

0
2
g
n
z
s
ι
r
r
-
z
g
M
H
N
2
r
g
g由江口・

5
0
5
可
D
]
一昨日

Z
ζ
2
E口
町
・
阻
止
士
山
0

・

-ug句∞・
8
・
介
窓
解

釈
に
つ
い
て
、
間
庁
}
可
申
伝
子
宮
・

N
日
〈
2
P
E
C口
問
研
百
三
日
目
。
〉
5
1

r
m
c口
町
〈
U-r2耳
目
『
己
R
r
2
〈
白
骨

E
問。

5
』ロユ
ω
昨日目
n
r
o
m
dロ仏
l

u
n
v
E
C
H
F
〉・一∞吋
4

・
ω・
5
N
R・
国
際
法
上
の
観
点
か
ら
木
判
決
を

検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
自
E
B
P
∞

U
2
0
2ロハ
-2H昨
日
間
ロ
ロ
ι

色
白
白
河
内
向
区
分
円

4
0
-
r
Z
Z
E
-
-口
宮
口

5
号
ω
問。
.
5
〉

E-PE-

-
0
0
・一回
11

印・

ω・品同町・

四

L
U
わ
り
に

以
上
で
、
基
本
条
約
に
関
す
る
諸
判
決
の
紹
介
を
終
わ
る
。
西
ド
イ
ツ
で

は
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
中
で
、
』
邑

-nz-Z]『
l
B込
町
巴
口
丹
と
い
う
こ
と
ば
が

使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
そ
も
そ
も
こ
の
用
語
を
西
ド
イ
ツ
で
法
理
論
上

採
用
し
う
る
の
か
」
「
採
用
し
う
る
と
し
て
、

そ
れ
は

こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
い
た
自
己
抑
制
と
ど
う
異
な
る
の
か
」
ま
た
「
そ
れ
を
法
理
論
上
ど
の

北法29(2・151)283

よ
う
に
説
明
す
る
の
か
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
形
で
こ
の
吉

ι5ω-

日巾一門
l
月
比
邑
三
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
そ

円

1
)

の
ま
ま
次
稿
以
下
で
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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